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第3章 養護老人ホーム入所者の施設内外の交流 と外出行動

3-1は じめ に

養護 老人 ホー ム(以 下,養 護 と略す)は,特 別養護 老人 ホー ム(以 下,特 養 と略す)や

軽 費老 人ホー ム(以 下,軽 費 と略す)と 同様 に老人福祉 法 に規 定 され る老人福 祉施 設 のひ

とっ で あ り,身 体状 況 の点 で特養 は重度,軽 費 は軽度 の介護 を必要 とす る高齢 者 が対 象 で

あ るの に対 し,養 護 は 中度 の者 を対 象 と して い る。 また,入 所 要件 に経 済的条件 ,具 体的

にはそ の高齢 者 の属す る世帯 が被保護 世 帯 か市町村 民税 の所 得割 を課 され ていない とい う

要件 を必要 とす る措 置施 設 で あ り,身 体的,精 神 的状態 を問 われ る特養や,施 設 と個人 と

の契約 に基づ き入所 す る軽費 とは異 な る側 面 が あ る。

養護 入所 者 を対象 の 関連既往研 究 と して,児 玉の一連 の研 究1)2)3)で は,施 設 の建 築条

件 が入所者 の心理 面 に与 え る影 響 を中心 に考察 し,入 所 者 の環境 適応 と建 築 計画 との関係

を検討 してい る。 また,養 護 入所 者 の外 出行 動 に関 して は,外 出圏域 と外 出頻 度 を考察 し

た研 究 の,養 護 入所者 を含 む歩行 障 害老人 の外 出行 動 に関す る研 究5)等 が あ るが,本 章 で

は入所者 の社 会 交流 の活性 化 とい う問題 関心 か ら,養 護 入所 者 の施 設 内外 の 交流 と外 出行

動 をあわせ て実態把握 し,そ の規 定要因 を考察す るこ とを 目的 とす る ところに相違 が あ る。

3-2研 究方 法

養護 には視覚障 害者 専用養護 と一般養 護 の2種 が あ る。 視 覚障 害者 専用養護 はほぼ都 道

府 県毎 に1施 設 の割 合 で設 置 され てお り,全 国 で47施 設 で あ るが(未 設置 県 は山形 ・富 山

・岐阜 ・滋賀 ・鳥 取 ・沖縄 の各 県)
,本 章 の研 究対 象施 設 と して は,施 設数 が僅 少 であ る

視 覚障害 者 専用養護 は対象 とせず,全 国 に900施 設 が設 置 され てい る一般養 護 を取 り上げ る

こ ととす る。

養護 入所 者 の社 会 交流 と生活 圏域 に関 し,施 設 内交流,施 設外 交流お よび外 出行動 の側
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面 よ り,入 所 者 を対 象 と した ア ンケー ト調 査(面 接 聞 き取 り調査)に よ り実態 を把 握 す る

もの とす る。

ア ンケー トの設 問構 成 は,性,年 齢 等 の属性 の他,入 所 期 間,身 体状 況,主 観 的健 康感,

前住 地,施 設 内外 交流 お よび外 出行 動 に関す る項 目で あ る。 施 設 内交流 につ い て は施 設行

事 ・ク ラブ活動 へ の 参加,施 設 内友 人数お よび友 人 とのつ きあい の程 度 を施 設 内交流 を測

る指標 と した。 施 設外 交流 につ い て は施 設外 サー クルへ の 参加 の有 無,施 設外 の友 人 数 お

kぴ 友 人 とのつ きあ い の程 度 を,外 出行 動 につ い て は,外 出 目的別 にそ の頻 度 と外 出手段

(交通機 関等)を それ ぞれ の指標 と捉 えた。

調査 対 象施 設 の設 定 に際 して は,施 設 の立地条件 に よ る分析 を可能 とす るた め,人 口規

模 の 異な る市町 村 か ら対 象施 設 を設 定 し,4施 設 を対象 と した。 調 査 対 象者 は,入 院 中や

面接 聞 き取 り調 査 不 可能 な入所 者 を除 く全 入所 者 で あ り,調 査 総 数 は208人(4施 設 の定員

総 数 の64%)で あ る、,調査期 間 は,1996年5月 ～7月 。

3-3調 査 対 象 施 設 の概 要

調 査対 象 施 設 の概 要お よび施 設 の 主要階 の平 面図 を表3-1,図3-1に ま とめた。

各施 設 の開 設時 期 は,1946年(昭 和

21年)か ら1952年(昭 和27年)1こ 至 っ 表3-1調 査対象施設の概要

施設A施 設B施 設C施 設D
ている。居室は2人 部屋であり㊦,・

デ ー タ 数55人56人59人38人

便所 ●洗面所は期 である・各鰍 の 所 在 地 癸魏 綴 灘 綴

簿郵∵難 欝 稀舜ll難糞難 善
設B)。 設 置 主 体 は3施 設 が 社 会 福 祉 併 設 施 設ll-一 特 養_

法人髄 設が公立である.監 室面籍Ill薯讐 窯 欝 籍

また,各 施 設 の 立 地 す る 市 町 村 の 人 立 地 条 件 市 部 郡 部 市 部 郡 部

口規 模 か ら市 部2施 設,郡 部2施 設 に 分 〈注記〉 居室面積は'入 所者1人 当りの面積で算出した.

類 す る こ とが で き る 。
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3-4調 査 対 象 者 の 概 要

3-4-1調 査 対 象 者 の 属 性

調 査 対 象 者 の 属 性 を 表3-2に ま とめ た。 性 別 で は 女性 が78.8%を 占 め る。

平均 年 齢 は 男 性77才,女 性79.7才 で あ り,最 高 年 齢 は97才,後 期 高 齢 者 の 割 合 は73,6%

で あ る。 入 所 期 間 の 平 均 は6.3年 で あ り,最 長 は28年 で あ る。

子 供 の い る者 は46.6%で あ る。 入 所 者 と身 元 引 受 人7〕 との 続 柄 は,子(子 の 配 偶 者 を含

む)36.6%,兄 弟(兄 弟 の 配 偶 者 を含 む)32.2%が ほ ぼ 同 じ割 合 で あ り,甥 ・姪15.6%,

そ の 他(身 元 引 受 人 の い な い 者 を含 む)15.6%と 続 く。

身 元 引 受 人 に 関 し,子 供 の い る者 は46.6%で あ るの に 対 し,身 元 引 受 人 が 子 供 で あ る者

は36.6%で あ り,子 供 が い る に も関 わ らず,子 供 以 外 の 者 が 身 元 引受 人 とな っ た り,身 元

引 受 人 が い な い 者 が 存 在 す る。 女性 の 場 合,身 元 引 受 人 を 子 供 とす る割 合 が も っ と も高 い

の に 対 し(39.9%),男 性 の 場 合 は23.8%で あ り,そ の 差 が 大 き い こ とに 特 徴 が あ る。

人所 直 前 の 家 族 形 態 は,独 居 が71.4%と 高 い割 合 を 示 し,子 供 世 帯 との 同 居 は8.7%に

過 ぎ な い 。

表3-2調 査 対象者 の属性

男 性 女 性 合 計

デ ー タ 数44人164人208人

(212%)(78.896)(10096)

平 均 年 齢77.0才79.7才79.1才

(後 期 高 齢 者 の 占 有 率)(659%)(75、6%)(736%)

平 均 入 所 期 間6.2年6.3年6.3年

子 供 の 有 無 あ り20(47.6%)75(46.3%)95(46.6%)

な し22(52.4%)87(53.796)109(53.4%)

入 所 直 前 の 独 居29(69.096)118(72.0%)147(71.4%)

家 族 形 態 子 供 世 帯 と 同 居2(4.8%)16(9.8%)18(8.7%)

そ の 他'11(26.2%)30(18.2%)41(1g.g%)

本 人 の 前 住 地 同 一 市 町 村23(535%)89(54.6%)112(54.3%)

繍 継1鵬 鵬ll131:概ll膳 鵬 嘔

編 引受人の孟墜 躍 鵬 舗1糊ll81:留
甥 ・姪6(14.396)26(16.096)32(15.696)

そ の 他4(33.3%)18(11,0%)32(15。6%)

身 元 引 受 人 の 同 一 市 町 村3(29.5%)64(39.096)77(37.0%)

現住地 監 野
,照 鶏1響:1駝1雛 茸:翻

襯野 甕鎌:1淵:li:欄1§ 醗i
そ の他18(43.g%)36(23.8%)54(28.1%)

〈注 記 〉 上 表 は 不 明 件 数 を除 い て 表 示 した 。 以 下 の 図 表 も 同 様 で あ る 。

身 元 引 受 人 欄 の 続 柄 に は,続 柄 人 の 配 偶 者 の 場 合 を含 む 。
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施 設 の所 在 地 と入 所 者 の 前 住 地 との 関係 で は,92.2%が 同 一 府 県 か らの入 所 で あ る。

身 元 引受 人 の現 住 地 と施 設 の所 在 地 との 関係 にお い て は,65.4%が 同 一府 県 内 に居 住 す

る。

入 所 前 の住 宅 形 態 は,持 ち家 が36.5%,民 営 借 家30.7%,公 営 借 家4。7%,そ の他(寮,

住 み 込 み,間 借 り等)28.1%で あ る。 性 別 に比 べ る と,女 性 は持 ち家 の者 の割 合 が39.1%

と も っ と も高 い が,男 性 で は43.9%の 者 が そ の他 に分類 され る こ とが特 徴 的 で あ る。

3-4-2調 査 対 象 者 の 身体 状 況 等

身 体 状 況 につ い て は,視 力 ・聴 力 ・階 段 昇 降 に 関 し把 握 す る こ と と し,〈 普 通 〉 〈不 自

由〉 に 分類 した。 不 自由 につ い て は,視 力 で 「眼 鏡 を か け て もあ ま り見 え な い 」 「ほ とん

ど見 え な い」,聴 力 で 「補 聴 器 が必 要 」 「ほ とん ど聞 こ え な い 」,階 段 の 昇 降 で 「介助 が

必 要 」 「ま っ た く昇 降 で きな い 」 の いず れ か に該 当す る者 と した。

いず れ の項 目にお い て も,女 性 は男性 に 比 べ 不 自由 で あ る者 の割 合 は高 く,階 段 昇 降 に

関 し女性 の46.0%が 不 自由 に分類 され る。

精 神 状 態 に 関 して は施 設 職 員 か ら掌 握 す る こ と と し,正 常,痴 呆,精 神 遅 滞,精 神 障 害

に 分類 した。 正 常 と分 類 した 者 は71%,痴 呆,精 神 障 害 が と もに12%,精 神 遅 滞 は4.3%

で あ る。

以 上 の 項 目に加 え,老 研 式 活 動 能 力 指標8)の 手段 的 自立(以 下,IADLと 略 す)を 補

足す る こ とで,高 齢 者 の 日常 生活 動 作 の水 準 を よ り適 切 に把 握 で き る よ うに した。IAD

Lに 関す る4項 目9)の 内,す べ て 「で き る」 と回 答 した者 を高 レベ ル 群,ユ 項 目で も 「で

きな い」 と回 答 した者 を低 レベ ル群 表3 .3身 体状況等

と分類 す る こ と と した。 高 レベ ル 群 男性 女性 合計
と低 レベル群 の割合はほぼ同率であ デ ー タ 数44人164人208人

るが,性 別にみた場合,女 性の方が 身体状況 認 劣4:畿{0:畿11畿
階段昇降329b4,9642796

男 性 に 比 べ 低 レベ ル 群 の 割 合 が 高 い 。 精神状態 痴 呆3%1,%12%

主観的懸 感については,よ くな 灘 灘囲 醗 織 織

いと答えた者が42.4%と もっとも多lADL塵 絵1躊14駝 器 髭 鶉:器

主 観 的 健 康 感 よ い299623.09624.4%い

.普 通29.%34.2%33.2%)よ くな
い40.9642.996424%

〈注 記 〉 身 体 状 況 欄 は そ れ ぞ れ 不 自 由 な 者 の 割 合 を 示 し た 。
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3-5施 設 内 交 流 の 実 態 と規 定 要 因

施 設 内 交 流 を施 設 行 事,ク ラ ブ活 動 へ の 参加,施 設 内 友 人 数 お よび 施 設 内友 人 とのっ き

あ い の程 度 の側 面 よ り捉 え た。

行 事 へ の 参加 で は,過 半 数 を越 え る56.7%が 「ほ とん ど参 加 して い る」 と答 え て い るが,

ク ラブ 参加 率 は45.4%で 過 半 数 に満 た な い 。 施 設 内 の友 人 数 で は3人 以 上 い る者 が45 .5%

を 占 め るが,友 人 な し とい う者 も44.4%あ り,そ の 差 は あ ま りな い(図3-2)。

つ ぎ に,性 別 ・年 齢 ・入 所 期 間 ・身 体 状 況 ・精 神 状 態 ・IADL・ 主観 的 健 康 感 の別 に

ク ロス集 計 し検 定 を 行 な っ た(図3-3)。

分析 の結 果,性 別 で は 女性 は 男性 に比 べ,施 設 行 事 ・ク ラブ活 動 へ の 参加 や 友 人 の有 無

に 関 し施 設 内 交流 が 高 い こ とが 分 か る。 女性 の ク ラブ参加 率 は49.7%で あ るの に対 し,男

性 で は29.5%で あ り,性 別 で有 意 差 がみ られ る。

年 齢 別 で は,加 齢 と と もに 交流 の程 度 が低 下す る傾 向 が伺 え るが有 意 差 はみ られ な い。

入所 期 間 で は,入 所1年 未 満 と10年 以 上 で 交 流 の程 度 が 低 い傾 向 がみ られ るが有 意 差 は

み られ な い 。

身 体 状 況別 で は,階 段 昇 降 の普 通 ・不 自由 に よ り,行 事 参 加 ・ク ラブ参加,施 設 内 の友

人の有 無 の項 目す べ て に 関 し有 意 差 が み られ るが,視 力 ・聴 力 に関 して は有 意 差 はみ られ

ない。

IADLの レベ ル別 でみ た場合,行 事参加 ・クラブ参加,施 設 内友 人 の有 無 の項 目す べ

てに有 意差が み られ,高 レベ ル群 の活 動 は低 レベ ル群 に比 して活発 で あ る。 身 体状 況 の内,

身 体移 動 を伴 う階段 昇降 にお いて,施 設 内交流 のす べ て に有 意 差がみ られ たの と同様 に,

高齢者 の 日常生活 動 作 の 水準 を手段的 自立の側 面 よ り把握 す るIADLの レベ ル別 にお い

N:208

一 一 ・一一一〒 一 一 一 一 一 一%凡 例

行事参加%===%あ まり参加していない

17.32656,7口 た ま には参加 す る

■ ほ とん ど参加 して い る

クラブ参加 盟[==■ ■■ 笏 入っていない

54.623.721.7口1つ の ク ラブ に参 加

■2つ 以 上 に参 加

施設内友人数 霧i[■ ■■■■■ 笏 なし
44410.145.5口1～2人

■3人 以 上

図3-2施 設 内 交 流 一 行 事 ・ク ラ ブ ・友 人 数 一
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行事への参加 クラブ参加 施設内友人の有無

%%%N

男 性[一][*][一]44

性 別5050

女 性164

2.957.1
75才 以下[一][一]物[一]56

5.76↓3

年 齢75～85才98

46.453.6

85才 以 上54

5050

1年 未 満[一][一][一]30

4060

入 所1～5年85

期 間3 .556.5

5～10年 物36

4060
10年以上56

5050
不 自由[一][一][一]19

視 力63 .236.8
普通188

2.257.8
不 自由[一][一][一]23

聴 力4 .865.2

普 通 撚184

5.454.6
階段 不自由[*][零][纏]88

昇降4 .545.5
普 通 髪■1'120

5.964.1

精 神 正 常 と は[一][一]〔 一]60

状 態 い え な い7 .552.5

正 常148

2.957.1

低 レ ベ ル 〔蹴]〔 零][糊]100

1ADL58 .641.4高レベル 嬢う108
よ し、[一][一][**零]50

主 観 的

健 康 感 普 通68

よ くな い87

19.5/26.45460 .539.557.542.5

凡 例:笏 あ ま り参加 口 た ま に は■ ほ とん ど 笏 参 加 ■不 参 加 笏 な し ■ あ り

して い な い 参 加 す る 参 加 して い る

検定結果 を[]内 に示 した。 零印は次の意味 を表 し,以 下の図表においても同様である。

ゆ瞭*:p<0 .001傘 ホ:p<0.01率:p<005

図3-3性 別 ・年 齢 等 か らみ た施 設 内交 流 一行事 ・ク ラ ブ ・友 人 の 有 無 一
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1

て も施設内交流 のすべ てに有意差がみ られ(有 意差 の危険率 はIADLの 方 が一層低い),別 では女性 の参加者 は22人 であ るのに対 し,男 性 の参加者 は3人 であ る。施設の立地条件

施 設 内交流 の程 度 に はIADLの レベ ル が強 く関 わ る こ とが理 解 で き る。}別 での参加 醐 で は,市 部19人(2施 設),郡 部6人(2施 設)で あ り施 設外 サー クル}こ

主納 懸 感の囎 別徽 鰍 内友人の撫 に有意差がみ られ漣 康感をよくなレ・と}参 加す る者の中では市部に立地する施設での参加都 多い.こ こで,宗 教濁 以外の参加

答えた者の過半数には友人がいない。

裁4に 各撤 の設 置 クラブ の状 況 をま とめた.ク ラブ設 置数 と入所 者 の ク ラブ参加 率[表3-5施 設外サークル参加者のプ。フィール

に は 関連 がみ られ ・3種 類 の ク ラブ しか設 置 され て い な い 施 設Cで は・ 入 所 者 の参 加 率 はNO .サ ークル内容 施設 性別 年齢 入所期間 前住地 身体状況 施設外 つきあい
　

33。9%で あ り,他 の 施 設 の 参 加 率 が48.1%～52.6%に 分 布 して い る の に 対 し低 水 準 の 状 況 一

にある.また,全体に設置クラブの内容1よ どちらかといえば女性を対象とした内容のも1;:億;;;驚;:;:1舗 壽瞭=鷲 鑑3

の が 多 く,こ の こ と も性 別 の ク ラ ブ 参 加 率 の 相 違 に 影 響 し て い る も の と 考 え られ る。1189趣 味(文 集)・その他(身 障者の会)A女68才a2年 同町内 高 レベル150人L2.3,4

1186老 人 の 家,趣 味(コ ー ラス),宗 教A女91才0 .3年 同 町 内 低 レ ベ ル10人3

_置 クラブの状況}膿 蕊 オケ)1鴛1:1諸 内畿 評 一

嚢… 一 絵粘一 董膿 手芸園芸馨警詩吟灘 藩 驚 欝1識 驚1;;1:1舗 壽内鱗:交1'三3
AOOOOOOOOO926i167宗 教A女76才2・o年 同 市 高 レ ベ ル10人1,2,3

励 ケ 大正琴 写経(一)1172宗 教A女79才11 。・年 同市 高 レベル ・人 一

B。 。 。.。 。 。 。 。8281177宗 教A女8・ 才t・ 年 同 市 低 レベ ル3人3

大正琴(50.0%)[196宗 教A女78才2 .1年 同 市 低 レベ ル3人2 ,3

ic霧 オケOO3幽!20灘1妻1:;1:羅 欝3羅,　
lDOOOOOO62032宗 教B女77才21年 同 県 高 レベ ル20人1,3,4
　

;(52.6%)43宗 教B男64才0.2年 他 県 低 レベ ル0人 一

1[注 記]参 加 人輔 の下 段 燗 査 サ ン プル数 で除 し鰺 加率 。159宗 教C女77才12・ 。年 肺 高 レベ ル4人3

67宗 教C男81才14 .0年 同 市 低 レベ ル5人1

176宗 教C女90才16.0年 同 市 高 レベ ル5人1

96宗 教C女85才2 .5年 同 市 高 レベ ル3人3

3-6施 設 外 交 流 の 実 態 と規 定 要 因98宗 教C女84才4・0年 同市 高 レベル10人1,3

105宗 教C女87才18 .0年 同 市 低 レベ ル6人3

111宗 教C女85才4 .5年 同 市 高 レベ ル3人2

i施 設 外 交 流 を 施 設 外 サ ー ク ル へ の 参 加,施 設 外 友 人 の 有 無,友 人 と の つ き あ い の 程 度 の 側123宗 教D男84才2.5年 同県 低 レベル10人1

;面 よ り捉 え た 。149宗 教D女66才3・O年 他 県 高 レベル0人 一

1施 設 外 サ ー ク ル へ の 参 加 者 実 数 は25人(調 査 対 象 者 の12.0%)と 少 数 で あ り,ク ロ ス 集 〈注記>NO.は データ処理用のものである。
「つ きあいの程 度 」 の数字 は次 に よる。

計 に よ る 分 析 お よ び 検 定 の 結 果,ど の 項 目に も有 意 差 は み られ な い 。 施 設 外 サ ー クル 参 加11一 年賀状のやりとりをする2一 手紙や電話で近況等を話す

3一 た まに出会 った り,一 緒 に外 出 した りす る4一 部屋 や家 を訪ね あ う

1者 の プ ロ フ ィ ー ル を 表3-5に ま と め た 。 サ ー ク ル 内 容 は,宗 教 活 動 が20人 と突 出 し て 多 く,5一 悩みをうち明けたり,相 談するモ
;趣 味活 動(3人),老 人 クラブ(2人)と 続 く(複 数 の サー クル に参加 の場 合 を含 む)。 性1

{
!
{1
}

{3-839
{}

∫が 団 凱 噺 癌 揮 曙"ぜ 」'碇 　 抽 鞠 輔 』一 嚇 詑
・ぜ 曝 、 ,"._.__.__一 一_。.,._・ 、 ・繍 一 榊 一 一 陶 ・冨 一 幽 曝 一 戚 轍 『"・"1・ 榊 卿 騨 齢 廟 麟 軸 ㈱ 聯噸 鋼



別 で は 女性 の 参加 者 は22人 で あ るの に対 し,男 性 の参 加 者 は3人 で あ る。 施 設 の 立地 条 件

別 で の参 加 者 数 で は,市 部19人(2施 設),郡 部6人(2施 設)で あ り,施 設 外 サー クル に

参加 す る者 の 中 で は 市 部 に 立地 す る施 設 で の参 加 者 が多 い 。 こ こで,宗 教 活 動 以 外 の参 加

表3-5施 設外サークル参加者の プロフィール

NO.サ_ク ル 内 容 施 設 性 別 年 齢 入 所 期 間 前 住 地 身 体 状 況 施 設 外 つ き あ い

161老 人 ク ラ ブA女85才3.0年 同 町 内 高 レ ベ ル30人3

191老 人 ク ラ ブA女78才30年 同 町 内 高 レベ ル17人1,2,3

189趣 味(文 集),そ の 他(身 障者 の会)A女68才32年 同 町 内 高 レベ ル150人1,2,3,4

186老 人 の 家,趣 味(コ ー ラス),宗 教A女91才03年 同 町 内 低 レ ベ ル10人3

169老 人 大 学A女78才9.9年 同 市 高 レベ ル1人2

143趣 味(カ ラ オ ケ)D女73才12.0年 同 町 内 低 レ ベ ル0人 一

159宗 教A女83才2.0年 同 市 低 レ ベ ル3人1,2,3

160宗 教A女79才180年 同 町 内 低 レ ベ ル0人 一

167宗 教A女76才2.0年 同 市 高 レ ベ ル10人1,2,3

172宗 教A女79才11.0年 同 市 高 レ ベ ル0人 一

177宗 教A女80才10年 同 市 低 レ ベ ル3人3

196宗 教A女78才2.1年 同 市 低 レ ベ ル3人2,3

203宗 教A女88才9.0年 同 県 低 レ ベ ル1人1

3宗 教B女83才4.8年 同 県 低 レ ベ ル30人3,5

32宗 教B女77才2.1年 同 県 高 レ ベ ル20人1,3,4

43宗 教B男64才02年 他 県 低 レベ ル0人 一

59宗 教C女77才120年 同 市 高 レ ベ ル4人3

67宗 教C男81才14,0年 同 市 低 レベ ル5人1

76宗 教C女90才16.O年 同 市 高 レベ ル5人1

96宗 教C女85才2.5年 同 市 高 レ ベ ル3人3

98宗 教C女84才4.0年 同 市 高 レ ベ ル10人1,3

105宗 教C女87才18.0年 同 市 低 レ ベ ル6人3

111宗 教C女85才4.5年 同 市 高 レベ ル3人2

123宗 教D男84才25年 同 県 低 レベ ル10人1

149宗 教D女66才30年 他 県 高 レベ ル0人 一

〈注 記>NO.は デー タ処 理 用 の もの で ある。

「つ き あ い の程 度 」 の数 字 は次 に よ る。

1一 年 賀状 のや りと りをす る2→ 手 紙 や 電 話 で近 況 等 を話 す

3一 た まに 出会 った り,一 緒 に外 出 した りす る4一 部 屋 や 家 を訪ね あ う

5一 悩 み を うち 明 けた り,相 談 す る
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者6人 をみて み る と,全 員 が 女性 で あ り,6人 中5人 が施 設Aで あ る。 前住 地 との 関係 で は,

6人 全 員が 同一 市町 村 か らの 入所 者 で あ り,内5人 は入所 施 設 と同 じ町 内 か らの 入所 者 であ

る とい う特 徴 が あ る、 この5人 は,入 所 以 前 か ら参加 して い た老 人 クラブや サ ー クル に継

続 して参加 してい る もの で,施 設 と前 住地 との距離 関係 が社 会 活 動 の継 続 性 に強 く関 わ る

こ とを示唆 してい る とい え る。

つ ぎに,施 設 外 の 友 人 との 交流状 況 に関 し,友 人 の有 無 お よび友 人 とのつ き あい の程度

を把握 した .友 人 との つ き あいの程度 は,「 年 賀 状 のや りと りをす る」 「手紙 のや りと り

や電 話 で近 況 等 を話す 」 「た まに出 会 った り,一 緒 に外 出 した りす る」 「部 屋 や 家 を訪 ね

あ う」 「悩み を打 ち明 け た り,相 談 した りす る」 の5項 目につ い て尋 ね た。 分析 に際 して

は,年 賀 状 のや りと りをす る程 度 のつ きあ いか,そ れ 以 上 のつ き あい が あ るか ,お よび友

人の有 無 も含め3カ テ ゴ リー で整理 した。 分析 結 果 を図3-4に 示 した。

%N%N

男 性 〔***]44不 自 由[一]23

性 別 聴 力

女 性164普 通184

75才 以 下[一]56階 段 不 自由[一]88

昇 降

年 齢75～85才98普 通120

85才 以 上54精 神 正 常 と は[一]60

状 態 い え な い

1年 未 満[*]30正 常148

入 所1～5年85低 レペ ル[***]100

期 間IADL

5～10年36高 レベ ル108

10年 以 上56よ い[一]50

主 観 的

同 一[一]112健 康 感 普 通68

本 人 市 町 村

前 住 地 同 一 府 県78よ くな い87

他 府 県16施 設A[*]55

不 自 由[**]19施 設B56

視 力 施 設

普 通188施 設C59

62.37.1/30.6

施 設D38

84.213.2/2.6

図3-4施 設 外友人の有無 とつきあいの程度
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施 設外 友 人 の有 無 とつ き あい の程 度 に関 し,有 意 差 が認 め られ る項 目は,性 別,入 所 期

間,視 力,IADLお よ び施 設 で あ る。

性 別 でみ る と,施 設 外 友 人 の有 無 は男 女 ともほぼ 同 率 で あ るが,つ き あい の程 度 で は女

性 は男性 に比べ,年 賀 状 のや りと り以 上 のつ きあい の あ る友 人 が い る者 の割 合 が高 い。

入所 期 間別 で は,入 所 期 間 の長期化 に伴 い,友 人 の有 無,つ き あい ともに希 薄 に な る傾

向 が み られ る 、,

身 体状 況 の内,視 力 不 自由 な者 で は年 賀 状 のや りと り以 上 の友 人 が皆 無 で あ る こ とが特

徴的 で あ る。IADLで は,高 レベ ル群 にお い て は39.6%が 年 賀 状 のや りと り以 上 のつ き

あい が あ るの に対 し,低 レベ ル群 で は14.4%に す ぎない。

施設別 にお い て,施 設A・ 施 設B・ 施設Cで は年 賀 状 のや りと り以 上の友 人 が い る と答

えた者 が30.5%～36.4%に 分布 す るが,施 設Dで は2.6%に 過 ぎず,84,2%の 者 は施 設 外

の友 人 は い ない と答 えてい る。

3-7施 設 内外 交流 の規 定要 因

これ まで の施 設 内外 交流 の 分析 か ら性 別 ・IADLな どが交流 程 度 に関 わ る こ とが理解

で きた。 そ こで,こ れ らの どの要 因 が施 設 内外 の 交流 に どの程 度 関わ ってい るか を考察す

るた め数 量化H類 に よ る分析 を行 うこ と とす る。 目的 変数 は行 事参加 の有 無,ク ラブ参加

の有 無,施 設 内友 人 の有 無 お よび施 設 外友 人 の有 無 と し,説 明 変数 と して は,性 別,入 所

期 間,IADL,主 観 的健 康観,施 設 の5項 目を用 い,施 設 外友 人 の有 無 に関 して は本 人

前住地 を加 えた6項 目を設 定 した。 分析 結 果 を表3-6に 示す 。

レンジ,偏 相 関係 数 と も数値 が 大 きい ほ ど 目的 変数 へ の影 響 が大 きい こ とを示 してい る。

施 設行 事へ の参加 では,レ ン ジ,偏 相 関係 数 と もに行 事参 加 を規 定す る第 一一の要因 はIA

DLで あ り,っ い で施 設 が 関 わ る ことを示 して い る。 ク ラブ参加 は,第 一 にIADLが,

っ い で性 別,施 設 が参 加 の有 無 を規定 して い る、、施 設 内友 人は,IADLお よび 主観 的健

康観 が友 人 の有 無 を規 定す る要因 で あ る。 施 設 外 友 人 につ い ては,レ ン ジ,偏 相 関係 数 で

順位 は多 少 異 な るがIADLと 施 設 が規 定要 因 で あ る こ とが判 明 した。
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表3-6施 設 内外 交流の 数量 化 ∬類 に よ る計算結 果

行 事 ク ラ ブ 参 加

カテゴリーNカ テゴリースコア レンジ 偏相関係数Nカ テゴリースコア レンジ 偏相関係数

性 別 男 性43-0.0820.10430.088743-0.161020380.1714

女 性1610.0221600,043

入 所 期 間1年 未 満30-0.0470,21790.155030-0.0650.13630 ・1326

1～5年830.014830 .056

5～10年360,134350 .047

10年 以 上55-0.08455-0 .080

1ADL高 レ ベ ル 群1080.1030.21820 .21951070.1030.21790 .2195

低 レ ベ ル 群96-0.11696-0.115

主 観 的 健 よ くな い87-0.0190.03770.034786-0.0460・08500 ・0833

康 観 普 通670.011670.039

よ し、500,019500.028

施 設 施 設A540.0630.20760.1823530.0290.20830.1509

施 設B55-0.144550.002

施 設C580.04458-0.098

施 設D370.053370」10

判 別 的 中 率64.2%,相 関 比0.3212判 別 的 中 率62.696,相 関 比0.3467

施 設 内 友 人 施 設 外 友 人

力テゴリーNカ テゴリースコア レンジ 偏相関係数Nカ テゴリースコア レンジ 偏相関係数

性 別 男 性43-0.0980.12400.106643-0・0280・03620・0320

女 性1600.0261600.008

入 所 期 間1年 未 満300.0150,05570・0454300,0600.10610・0767

1～5年83-0.013820.018

5～10年350.04136-0.046

10年 以 上55-0.01555-0 .030

1ADL高 レ ベ ル 群1080.1060.22590,22841080 .1110.23800,2436

低 レ ベ ル 群95-0.12095-0・127

主 観 的 健 よ くな い87-0.1180,24150,2146860.0300.10260・0889

康 観 普 通670063670.016

よ し、490.12450-0.073

本 人 前 住 同 一 市 町 村110-0,0000.00090.0010

地 そ の 他930.001

施 設 施 設A54-0.0250.04490.0396540,0980,28030」975

施 設B540.01955-0.020

施 般C58-0.007580.040

施 設D370.02036-0.182

判 別 的 中 率65.0%,相 関 比0.3459判 別 的 中 率65.0%,相 関 比0.3323
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3-8外 出行 動 の実 態 と規 定 要 因

外 出行 動 に関 し,外 出 目的別 に最 近1年 間 の外 出頻 度 と手段 を把 握 した。

外 出 目的 に関 わ らず,年 に数 回 程 度 以 上 の外 出 が あ る者 は89.9%,月 に数 回程 度 以 上 で

は76・5%の 者 が外 出 して い るが,ま った く外 出 しな い者 も10.1%で あ る。

外 出行 動 を外 出 目的 の別 に通 院 ・買

い物 ・そ の他(散 歩,外 食,寺 社,図
N:208

論 等)に3区 分 し・ 考 察 を進 め る こ 全 体
灘%

と とす る。 それ ぞれ の 外 出 頻 度 を比 べ255511a51α1
通院 ・欝蕪難難雛叢羅叢

る と,外 出 頻 度 が 比 較 的 高 い の は 通 院10.139.ga846.2

買い物 講難難i議難蒸繊羅譲
で,50.0%の 者 が 月 に 数 回 程 度 以 上,12.128.8a352.9

その他 灘i灘灘灘灘 難i鱗灘簸
通 院 して い る。 つ ぎ に 頻 度 が 高 い の は12131362

買 い 物 で あ り,月 に 数 回 程 度 以 上,買 凡例:笏 週に1回 以上 □月に数回程度

■年に数回程度 灘外出しない
い物 に出 か け る者 は40.9%で あ る。 そ

の他 の外 出頻度 は低 く,月 に数 回程 度 図3-5外 出目的別の外出頻度

以 上外 出す る者 は25%で あ る(図3-5)。

3区 分 した外 出 目的 にIADL,本 人 前住 地等 が どの程 度 関わ るか につ い て分析 を行 い,

検 定結 果 につ い て有意 差 がみ られ た項 目のみ を図示 した(図3-6)。 精神 状態 の項 目でみ

る と,買 い物 の有 無 に有 意 差 がみ られ る。 本人 前住地 の項 目では,通 院 と買 い物 の有 無 に

有 意 差がみ られ,同 一 市町 村 か らの入所 者 とそれ よ り遠 方 よ り入所 した者 との間 で差がみ

られ る。 施設外友人 の項 目で は,買 い物 とそ の他 に有 意差 がみ られ,特 に ,そ の他 の外 出

行動 にお いて,施 設外 に友 人 の い る者 の52.1%に そ の他 の外 出 が あ るの に対 し,施 設外 に

友人 の いない者 では30.4%で あ り,そ の差 は22ポ イ ン トと大 きい。 主観 的健康感 の項 目で

は通院 に有 意差 がみ られ,健 康状 態 を よ くない と感 じてい る者 ほ ど通院頻 度 が高 い もの と

な ってお り,既 往研 究 の知 見5)と 同様 に通院 の有 無 と主観 的健康観 に は関連 がみ られ る。

IADLの 項 目でみ る と,す べ ての外 出行 動 に有 意 差がみ られ ,高 レベル群 の方 が外 出 の

あ る割合 が高い。施 設 の項 目では,3区 分 した外 出 目的す べ てに有意 差 がみ られ る。

つ ぎに,こ れ らの要 因 が どの よ うな水 準 で外 出頻 度 に関 わ るかにつ い て,数 量化1類 お

よびII類 に よる分析 を行 うこ ととす る。 外 出行 動 の全体 につ い ては外 出頻 度 を 目的 変数 と

した数 量化1類 に よる分析 を行 い,外 出 目的別 には外 出の有 無 を 目的 変数 と した数 量化II
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通 院 買い物 その他の外出

精 神 正常とは[%「 〒一一 一一%一]鵬[零]一 一[貌]1。

状 態 いえない1 .768.3一

正常の範囲148

53.146.9

低レベル群[零][料 岡[纏*]100
1ADL3466

高 レベ ル 群108

59.340.7

よ も、[辮][一][一]50

主 観 的5050

健 康 感 普 通68

1.258.8

よ くな い87

50.649.4

同 一 市 町 村[零][纏*][一]112

本 人56 .243.8

前住地 同一府県 微'`… 髪78

5.964.1

他府 県16

7.562.5

施 設外 な し[一][零][纏*]135

友人0 .469.6

あ り73

52.147.9

施設A[纏 零][辮][零]55

9.150.9施設B鐡56
施 設21679

施設C59

5.8542
施設D38

.560.568.431 .618.481.6

凡例:笏 外出あり ■ 外出な し

図3-6身 体 状況等 か らみ た外 出の有無

類 に よ る 分 析 を試 み た 。 説 明 変 数 は性 別,入 所 期 間,IADL,主 観 的 健 康 感,本 人 前 住

地,施 設 外 友 人 の 有 無 お よ び 施 設 の7項 目を 設 定 した 。 分 析 結 果 を 表3-7に 示 す 。

レン ジ,偏 相 関係 数 と も に 数 値 が 大 き い ほ ど頻 度 が 高 い こ と を示 して い る。 外 出 行 動 全

体 で は,レ ン ジ,偏 相 関 係 数 で 順 位 は 多 少 異 な る が 第 一 にIADL,つ い で 本 人 前 住 地,

施 設 の 順 に 外 出 頻 度 を 規 定 す る 要 因 で あ る こ とが 理 解 で き る。 外 出 目的 別 に み る と,通 院

で は レン ジ,偏 相 関係 数 と もに 主 観 的 健 康 感,施 設,IADLが 外 出 の 有 無 を 規 定 す る要

因 で あ る。 買 い 物 の 有 無 で は 施 設,IADL,入 所 期 間 が,そ の 他 の 外 出 行 動 で は レン ジ,
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表3-7外 出頻度の数量化理論 による計算結果

通 院 買 い 物
一ゴ1

-N一 ゴ1一 コ …N.コ'1 一 コ …

性 別i婁 荏
1麗 唱:8110・07150・06281鵡 君:lll・1663・ ・15・・

入 所 期 間1年 未 満30℃.0480.06330,044930→.1360・30110.2152

1～5年820,00682-0 .048

5～10年350.003350.165

10年 以 上550.016550 .040

1ADL高 レへ導 群1080.0850。18310 .18511080.1470.31540 .3271

低 レへ'ル 群94℃,09894-0.169

認 的健 毒 盆ll君 ・lllo・43150・342811潟:8110・ ・999…939
よ く な い860.148860016

翻 前 住i騙 癌 町 村1113:8110・14900・1612111潟:81窪 ・・1178・ ・124・

嫉 内 のi墓 旨11§ 君:器80・00050・00051113:8110・ ・563…626

嫉 外 のi奮 け111君 糀0・02350・0237111君:8110・1315・ ・14・6

施 設i離 含ll8:lllo・38870・284811毛:lllo・5356・ ・3686

1離 言 器 毛:ll量 器8:lll

判 別 的 中 率69.396,相 関 比0.4592判 別 的 中 率74。8%,相 関 比0.5434

そ の 他 外 出 行 動 全 体 の 頻 度

一ゴ1
一 一'1一 コ … 一 〇1 -…

性 別1男 性430.0270・03380・030343→ ・0950・12120・0820

1女 性159-0.0071590 .026

入 所 期 間1年 未 満30-0.0750.16960.154330-0.0470・10210.0761

1～5年820.04882-0.040

5～10年35-0。121350.055

10年 以 上550.046550,051

1ADL高 レへ協 群1080.1230.26320.26391080 .2610,56180.3955

低 レへ'ル群94→.14194-0300

謙 的健 毒 釜ll君:8110・13250・134gll君:1;lo・31850・2・4・
よ くな い86-0.045860.054

翻 前 住i早 あ轟 町 村1113:8;10・03250・03471113:;llα ・・9…22・8

籔 内 のi墓 章1113:器lo・01150・01211113:8810・0129…1・1

籔 外 のi奮 け111君:8110・09690・0975111君:8110」4娼 ・・1・98

施 設難lil講 ¢263001957il舗 α3621…

1施 設D36-0 .15636-0.019

判 別 的 中 率67.896,相 関 比0.4201重 相 関 係 数0.2855

〈注 記 〉 本 人 前 住 地 欄 の そ の 他 と は,同 一 府 県 お よ び 他 府 県 の 者 を 合 計 して 表 示 した 。
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偏 相 関係 数 で順位 は異 な るがIADL,施 設,入 所 期 間 が それ ぞれ の外 出 の有 無 を規 定す

る要因 で あ る こ とが判 明 した。 外 出 目的別 に は外 出 の有 無 を規 定す る要 因 は異 な るが,

IADL,施 設 の項 目はす べ ての外 出 目的 お よび外 出行 動 全 体 に関 わ る要 因 で あ る。 カテ

ゴ リー ス コア は数値 が 高 い ほ ど外 出率 が高 い こ とを示 してお り,IADL高 レベ ル群 では

外 出行 動 全体,外 出 目的別 にみ て も低 レベ ル群 よ り外 出率 は 高い。 各 施 設 の カテ ゴ リー ス

コア をみ る と,買 い物 で は ,施 設D,施 設C,施 設A,施 設Bの 順,そ の他 の外 出行 動 で

は,施 設A,施 設C,施 設B,施 設Dの 順 に外 出率 は高 く,外 出 目的 別 に施 設 の順位 は異

な って い る。

こ こで各施 設 の カテ ゴ リー ス コア(表3-7)と,各 施 設 か らの公 共 交 通機 関へ の ア クセ ス

お よび周 辺 の 商 業施 設 との 関

表3-8施 設か らの交通機関へのアクセス ・周辺商業施設

連 につ い て考察す る と(表3一

施 殴A施 般B施 設C施 設D

8),買 い物 で は,施 設 の 徒

所 在 地 の 人 ロ 約23.4万 約1.2万 約147.9万 約1,3万

歩 圏 内 に 大 型 商 業 施 設 が 立 地(市 部)(郡 部)(市 部)(郡 部)

す る 施 設C・ 施 設Dで カ テ ゴ 交通機関への バス停まで バス停まで バス停まで バス停まで

ア ク セ ス 徒 歩5分,徒 歩5分,徒 歩10分,徒 歩30分,

リ ー ス コ ア は 高 い 数 値 を 示 し,JR駅 へはJR駅 へ は 私鉄 ・JRJR駅 へは

バ ス で5分 バ ス で20分 駅 へ は徒 歩 徒 歩 で30分

徒 歩 圏 内 に 商 業 施 設 が な い 施 程度 程度10分 穏度 程度

設Bで は も っ と も低 い 数 値 を 周辺の商粟施 徒歩圏内に 徒歩圏内に 徒歩■内に 徒歩凹内に

設 寓 店,JR駅 はな し 大 型商 店街 大型の スー

示 して い る。 そ の 他 の 外 出 行 前は商店街 パー

や ス ー パ ー

動 では,市 部 に立地す る施 設

〈注 記 〉 施 設Aの パ ス便 は5～10分 毎 に1本 。 施 設Bの バ ス便 は

A・ 施 設cの 数 値 が 高 い も の 通勤時間帯に限られ,昼 間の利用はできない。

と な っ て い る 。

っ ぎに,施 設 の 立地 条件 と入所者 の外 出行動 が どの よ うに関 わ るの か をみ るために,

IADLお よ び 施 設 を 分析 視 角 と し,外 出 手段 の側 面 か ら考 察 を行 う(図3-7) 。

入所 者 の 外 出 手 段 をIADL高 レベ ル 群 で み る と,市 部 に 立 地 す る施 設Aで は バ ス利 用

36,7%,電 車 利 用40%で あ り,同 じ く市 部 に 立 地 す る施 設Cは バ ス利 用40 .6%,電 車 利 用

2L9%と,入 所 者 の 外 出 行 動 は公 共 交 通 機 関 を利 用 した 行 動 圏 域 に 拡 が っ て い る。 そ れ に

対 し,郡 部 に 立 地 す る施 設Bお よ び施 設Dで は,バ ス利 用 ・電 車 利 用 は そ れ ぞ れ26.7%・

23.3%,18.8%・18.8%で あ り,タ ク シー の み の 利 用 は そ れ ぞ れ46.7%,31 .3%と も っ と

も多 く,施 設 か らの 交 通 ア クセ ス が 入 所 者 の 外 出 手 段 に 影 響 して い る も の と考 え られ る。

IADL低 レベ ル 群 で み る と,電 車 利 用 が あ る の は 市 部 に 立 地 す る施 設Cの み で あ る が ,
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IADL高 レベ ル 群[蹴]IADL低 レベ ル群[糊]

%N%N

施 設A3025

施 設B3026

施 設C3227

7

施 設D1622

13.636.413.636.4

図3-71ADLの レベル別にみた各施設の外出手段

そ の割 合 は3.7%に 過 ぎな い。 各施 設 毎 のバ ス利 用 の状 況 は3.8%～40.7%に 分布 し,市

部 に 立地 す る施設Cは40.7%と 突 出 して高 い。 施 設Cは,IADLの レベ ル を問 わず バ ス

利 用 の者 の割 合 が40%を 超 え てお り,交 通 ア クセ スに恵 まれ た施 設 の 立地条 件 に加 え,施

設Cの 所 在 す る行 政 区 で の老 人 無料 パ ス制 度 もバ ス利 用 を促 進 して い る もの と考 え られ る。

外 出手段 が徒 歩 のみ に よ る外 出行 動 に関 し,徒 歩 圏 内 に商 業 施 設 の あ る施 設A・ 施 設C・

施 設Dは12.0%～36.4%に 分布 す るの に対 し,徒 歩 圏 内 に 商 業施 設 の な い施設Bで は徒 歩

の みに よ る外 出 は皆 無 で あ る。 この施 設Bは,タ クシー のみ の利 用 が73.1%と 他 施 設 に比

して突 出 して高 く,最 寄 りバ ス停 へ の距 離 は比較 的 近 い もの の,昼 間 にバ ス便 が な い こ と

の影 響 が現 れ てい る もの とい え る。

3-9内 外 交流 と外 出行 動 か らの 入所 者 の類 型 化

これ まで施 設 内 交流,施 設 外 交流お よび外 出行 動 の別 に考 察 を進 め て きた が,施 設 内外

交流 と外 出行 動 を総 合 的 に捉 え入所 者 の特性 を み る こ と とす る。 施 設 内 交流 を測 る指標 と

して用 い た3項 目(① 行 事 参加 の程度,② 参加 クラブ の数,③ 施 設 内 の友 人 の有 無 とっ き

あい の程 度),施 設 外 交流 を測 る指標 と して用 い た2項 目(① 施 設 外 サー クル へ の参 加,

② 施 設外 友 人 の有 無 とつ き あい の程 度),お よび外 出行 動 の指標 で は外 出頻度 を用 い,因

子 分析(主 因 子 解 法,バ リマ ックス回転)を 行 った。 試析 の結 果,因 子数 を3と した時 に

最適 解 を得 られ た(表3-9)。

っ ぎに,抽 出 され た第1因 子 か ら第3因 子 の因子 得 点 を も とに ク ラス ター 分析 を行 った
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表3-9因 子分 析 結 果

1∬ 皿
磐磐辮 綴 無1・93・31・464・937

施 設 外 サ ー ク ル へ の 参 加 一.1376.7926.1614

外 出 頻 度.2688.6949.0267

施 設 外 友 人 の 有 無 と

っ き あ い の 程 度'2888『6227'2633

参 加 ク ラ ブ の 数.0119.11371.8944 コ
行 事 参 加 の 程 度.3809.14681.6756

固 有 値2.24910.gg400.838g

寄 与 率/因 子 別37。59616.6%14.096

累 積375%54.19668.0%

〈注 記 〉 外 出 頻 度 は 通 院 お よ び 施 設 の 行 う外 出 行 事 を 除 い た 。

結 果,施 設 内 外 の 交 流 の 程 度 に よ り,入 所 者 を 次 の4タ イ プ に 分 類 す る こ とが で き る。 具

体 的 に は,「 内 一外H内+外+][内+外 一]「内 一外+]と 表 現 す る こ と とす る(内 は施 設

内,外 は 施 設 外 交 流 を 表 し,← は 交 流 が 高 く,一 は 交 流 が 低 い こ とを 示 す) 。 そ れ ぞ れ の

特 性 は,以 下 の よ うに 説 明 で き る(図3-8)。

タ イ プ1[内 一外 一](89人 ・44.5%)

こ の タイ プ が も っ と も 高 い 割 合 を 示 し,特 に 男 性 で は,56 .8%と 過 半 数 を超 え る。 ま た,

85才 以 上 の 年 齢 層 お よ び 入 所 期 間10年 以 上 の 入 所 者 ,IADL低 レベ ル 群 の 過 半 数 が この

タイ フ。であ る。

タ イ プH[内+外+](86人 ・43.0%)

女性 で は こ の タ イ プ が44、9%と も っ と も多 い 。 ま たIADL高 レベ ル 群 で は59%と 過 半

数 を超 え る。

タ イ プln[内+外 一](20人 ・10.0%)

タ イ プrv[内 一外+](5人 ・2.5%)

上 記 の タ イ プ 皿,タ イ プIVと も に 少 数 で あ る。 軽 費 入 所 者 を 対 象 と した 同 様 の 類 型 化 で

は,性,年 齢,入 所 期 間,ADL等 との 問 に 有 意 差 が み られ た が,養 護 入 所 者 の 場 合 は ,

入 所 者 類 型 に 関 して の 有 意 差 が み られ る の はIADLの み で あ る。

3-18



%N
男性 一lili】[一 ユ44

性 別56.836.42.3/4.5

女 性164

414492.611.5

75才以下 鱒 影多 還翻[一]56
38.24911.81α9

年 齢75～85才98

41.343.5↓310.9

85才 以 上54

56.635φ87.5

1年 未滴 〔一]30

41.44&33.4/6.9

1～5年85

入所期間374443.71↓8

5～10年36

4a454.53

10年以上,li蕪56

57.132.11.8/8.9

低 レベル群1蕪i蕪[糊]100

1ADL57.925 .33.213.7

高 レベル群108

32.4591.9/6.7

凡例:笏 内一外一 ■内+外+口 内一外+灘 内+外 一

図3-8内 外 交流 に よ る入所者類型 の特性

3-10ま とめ

本 章 は 養 護 入 所 者 を 対 象 と し,入 所 者 の 施 設 内 外 の 交 流 や 外 出行 動 が どの よ うな 要 因 に

規 定 され るか を明 らか に す る こ と を 目的 と して い る。 そ の 結 果 を 以 下 に 要 約 す る。

(1)施 設 内 外 の 交 流,外 出 行 動 に 関 し,IADL高 レベ ル 群 の 活 動 は 低 レベ ル 群 に 比 して

活 発 で あ り,IADLの レベ ル は,入 所 者 の 施 設 内 外 に わ た る交 流 の 程 度 を 規 定 す る 第

一 義 的 な 要 因 で あ る
。

(2)施 設 外 の サ ー クル へ の 参 加 者 は 少 数 で あ るが,性 別 で は 女 性 の 参 加 が 多 い 。 ま た,市

部 に 立 地 す る施 設 の 方 が 参 加 者 は 多 く,前 住 地 が 施 設 と近 接 す る者 の 参 加 者 が 多 い こ と

に 特 徴 が あ る。 施 設 外 の 友 人 の 有 無 お よび つ き あ い の 程 度 に 関 し,男 性 は 女 性 に 比 べ そ

の 程 度 は 希 薄 で あ り,ま た,入 所 期 間 の 長 期 化 に よ り友 人 との つ き あ い が希 薄 に な る傾

向 が み られ る。

(3)外 出 行 動 の 中 心 的 な 内 容 は 通 院 ・買 い 物 で あ る。 外 出 目的 別 に 外 出 の 有 無 を規 定 す る
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要因 を析 出 した結 果,外 出 目的 よ り規 定 要 因 が異 な る こ とが判 明 した。 通 院 で は,主 観

的 健 康感,施 設,IADLが 外 出 の有 無 を規 定 し,買 い物 で は施 設,IADL,入 所 期

間 が,そ の他 の外 出 で はIADL,施 設,入 所 者 期 間 が外 出 の有 無 を規 定 して い る。 外

出 行動 全 体 の頻 度 で は,IADL,本 人 前住 地,施 設 が 外 出頻 度 を規 定 して い る。外 出

目的 に関わ らず,IADLお よび施 設 は,外 出 の有 無 な らび に頻 度 を規 定す る上位 の要

因 で あ る。 徒歩 圏 の 生活 環境 が外 出行 動 に深 く関 わ る こ とを指摘 で き る。

(4)外 出行 動 を外 出 手段 か ら捉 えた場 合,IADLの レベ ル は外 出 手段 に関 わ る と同時 に,

施 設 か らの公 共 交 通機 関へ の ア クセ スな らび に施 設周 辺 の商 業施 設 の有 無 な どの立地条

件 が影響 を与 え る もの と理解 で き る。

(5)施 設 内外 の 交流 の程 度 と外 出行 動 か ら入所 者 を4タ イ プ に類 型化 を行 うこ とが で きた。

そ の結 果,施 設 内外 と もに 交流 の低 い タイ プ が もっ と も割 合 が高 く,中 で も85才 以 上 の

年齢 層 やIADL低 レベ ル群,入 所 期 間 が長期 の入所 者 にお い て は,こ の タイ プ が過 半

数 を超 えて い る、,
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